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旅は異なもの味なもの
村 山 雅 美
処変れぱ品変るとい う,地球の底とてっぺんでは同じ
極地ながらその様かわ りに驚き,旅の印象はまさに異な
ものであった.地 上最北端の定期空路の終点レゾルー ト
は北緯75度.高品質の錫の宝庫であ り,カナダ北極諸島
の石油 ・天然ガス輸送の拠点として先物買いされている
ところである.エ スキモー部落に150人の他極地の要地
に仕事を持つ約200人の町は時ならぬ日本人ブームを呈
していた。自ら暇つぶしと称した堀江青年はこの寒さは
叫はんと早々に引上げたが,日 大隊と植村君のとりまき
が,空 港ホテルのバーにあふれていた.極地大陸棚研究
所長ボブソン博士は何で同時に北極点旅行をするのか分
らんと云っていたが,付 和雷同を揮からないのは我々ば
か りではなかった.ト ロントからッィンオッ歩一三機を
連ねて飛んで来た観光団とカリフォルニヤのプレイボー
イクラブはエルズメや島に魚釣 りに来ていた,何 でもプ
レイボーイ社は近 く北極点で同誌にふさわ しいヌード撮
影の予行 とも聞いた.こ れ も北極である.
エルズメや島東北端アラー トは地上最北の 空 港 で あ
る.例 の大韓航空が最後のコンタクトをしたのは此処だ
し.北極海をツィンオッターで飛行中,北 極航空の日航
機 との通語を仲介して くれた航空管制基地である.ア ラ
ー トの北西約70㎞北緯82度53分.西経64度43分のヘクラ
岬に日大隊はベースキャンプを設けた.北 極点への表街
道であるこの地域は極地探検史にまつわる地名が多い,
ヘクラ岬は北西航路探検の雄,パ ー リーが1827年北極点
を狙った時の軍艦ヘクラ号に因むものだ.北 極点突進隊
として同艦を離れ北緯82度45分に達 したクロジール大尉
の名はベースキャンプから見なれた島の名である.南極
探検史に不減の名をとどめた七一ムス ・ロス自らはエル
ブス号を指揮しロス氷棚を発見した時,僚 艦テラ一号の
艦長はクロジールであった.そ の故かクロジール島周辺
の海はゼームス ・ロス湾 と名づけられ,南 極 ・北極の因
縁浅からぬところである.ヘ クラ岬は1906年のピアリー
出発点である.ク ロジール島に彼が積んだケレンを発見
した.日大隊にっいたエスキモーの首領ピーターはピァ
リーの御落胤を母に持ち,アバタックはビァリーが信頼
した黒人従者ヘンソンの孫である.これも北極ならでは
の味な話である.
緒戦に大事な犬を大量に失った日大隊は真珠湾の米海
軍にも等しい立上 りだった.一 人よく乱氷帯を切 りぬけ
植村君がピッチを上げ出した頃,日 大隊はエキスモーに
手をやいていた.人 に使われたことがない狩猟民族であ
るエスキモーは,自 分の腕前一つで唯我独尊の生活態度
である.極点より白熊に魅力があ り,協同意識など持ち
合せないのだ.し かし白人の血をひ くピァリーは一味ち
がった処世観をもっていた.素人の犬槙に極点を先駆け
されてはとプロ意識の強い彼は自他共に許 した切札とし
て,十分休養をとった犬と共に氷上隊に復帰 した,
4月18日.「まわりの氷はズタズタです.氷 盤に孤立
しています.日大隊を意識した行動を反省しています,
2度とこんなことは嫌です」と植村君の悲愴な声が入っ
て来た.両隊は北緯87度に迫っていた.西 に植村,東 に
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日大隊その間約80kn.前日北緯86度付近に北東から南西
へ巾数百米の リー ドを空から見ていたが3日前の嵐がも
たらした氷状の変化である.日大隊は北と西に リッヂが
見えるが氷状は平担でスピー ドが上ることを期待した矢
先である.氷盤の破かい,リ ー ドの発生は予期 してはい
たが,植村君の声をきいて気が気でない.「北へつっぱ
しれ」と放送を繰 り返したが応答はなく,ベースキャン
プは緊張 と焦燥にっっまれた,
しかしつきは廻って来たのだ.日 大隊を鼻の差でぬい
ていた植村君との間に,リ ー ドを渡ったか否かの違いが
あった.植村君が乗っていた氷盤は逆時計廻 りで動いて
いたため,北進したと考えていたところがNASAが とっ
たポジションによれば西へ移っていた.彼 は 「不可思議
ですね」と残念半分,危 機を脱 した安心半分の声が氷原
をわたってきた,犬 を失い,エ スキモーに振 りまわ さ
れ,サ ポー トの飛行機チャーター料など資金難に悩みっ
づけていた日大隊であったが,急 転して極点はもらった
と意気はあがった.ピ ーターを先頭に犬槙チーム三組は
ラストスパートに入った.ま さにうっちゃりで勝負はき
まったかたちである.それにしてもあの乱氷帯を切 り抜
け,白 熊におそわれ,氷 盤上に孤立し,かっ.ス ポンサ
ーの為には凡 く自分自身は全 く気に入らない一人芝居を
演 じなければならなかった植村君が,極 点に単身で到達
したことは驚嘆の一語につきる.カ ナダエスキモーはも
とより,グ リーンランドエスキモーも遠からず犬横から
遠のくのではなかろうか.と すればロマンに富んで犬極
による極点旅行はあと何度あるだろうか,1971年イタリ
ーのモンテノー隊につづいて再度極点に立ったピーター
も,ス ノーモピールで3週 間で行って見せると云 う程,
彼等の気持は早くも移っている.
何れにせよ,北極のオペレイションは飛行機なしには
考えられない時代である.氷盤の滑走路次第では今もな
お塔載量に勝 るあのDC3が 信頼できる機種 として使わ
れている.しかし,水上隊が推定する氷厚を信頼 し,ア
イス リッヂに囲まれた俗にい う　ttタムシの輪"の中に300
米あ りやなしの梢平坦な氷を風向きを問わず滑走路 とす
るには,極 めて飛行性能がよいSTOL機 ッィンォッタ
ーしかない,それに飛行の可否は丸一 日でも一睡 もしな
いで自らデポの燃料 ドラムから補給 し,荷物の積み卸し
を機敏に行 うベテランのブッシュパイロットと航空会社
の有能なマネージャーによるのだ.とい うことは北極は
銭のかかるところ,い いかえれぱ北極の沙汰は金次第 と
あれば,極 地の旅のあじわいはまた変った ものだ,
(筆者:国 立極地研究所次長)
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南極観測便り
一第19次越冬隊の近況一
4月は比較的晴天に恵まれ穏やかな日日が続いた.ま
た,5月 はブリザードが少ない割 りには快晴にも恵まれ
ないぐずつき気味の天気だった.
内陸旅行を行 うため,3月 から整備を行っていた大陸
のとっつき岬までの海氷ルー トを18日開通させ,さ らに
大陸上の出発点である見返 り台までのルー ト整備(目 印
の旗竿などの点検)を22日に行い秋の内陸旅行が可能と
なった.
5月1日,.無人観測点A・ の点検,み ずほ基地の要員
の交代,物資の補給を目的 としたみずほ基地までの内陸
旅行が大山隊員を リーダーに南,三橋,山 岸,牛 木,黒
葛原のメンバーと雪上車SM-1号 車.KD60-6号車,
KC40-29号車,居 住カブース(キ ャンピング橘),荷
物概6台 の陣容で昭和基地を出発 した.6日A1点1舎II
着 した旅行隊は,観 測用電源である蓄電池が放電,凍 結
し,風力発電機が停止しているのを発見した.原 因は発
電機の制御装置の不調と思われ,約1か 月のデーターを
取得した ものの復旧は春旅行以降になる.その後悪天に
防げられ15日ようや くみずほ基地に到着した旅行隊は,
人員の交代,車 輌の整備を行い,春 までのみずほ滞在要
員として南(リ ーダー)石沢,牛 木,黒 葛原を残し,大
山,箕 岡,鈴木(三),奥田,三橋,山岸のメンバーに故障
したSM50-1号車をKD60-9号に交換して22日帰路
につき順調な走行で27日全員無事昭和基地に帰投した.
オーロラヒスの発生及び伝搬を解明するため,今 年初
めて計画された昭和基地を含むVLF3点 観測は4月23
日大陸上見返り台の北々西3㎞ の地点に,5月19日ラソ
グホブデにそれぞれテレメーター観測器を設置し,無線
で低雑音の良好なデータが昭和基地に送られ て きて い
る.
Pケ ット観測は夏のS-210-2機に続 く3機 目として
3月27日22時15分50秒,波動.粒 子,電 場を観測する
S-310-7号機を 打ち上げた。 ロケットは最高到達高度
219.47㎞に達し,強いオーロラの中に見事命中,観 測器
も正常に動き,興味深いデーターを取得した.
昭和基地は5月 末から7月中旬まで太陽のまったくで
ない季節となる.中でも一番暗い日(日本の夏至)6月
22日は ミッドウィンターと称 して南極中の基地が祝電を
とりかおし盛大に祝う.今年も昭和基地では前後数日に
旦って演芸会などを催し,大いに羽 目をはずし,越冬の
後半戦に備えて英気を養 うことであろう.
基地農協では4月 にもやし4,4㎏,5月に5.8㎏とカイ
ワリ大根0.3㎏の出荷があ り.食卓をにぎわした.
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一策19次夏隊帰国一
昨年11月25日に出発 した第19次南極地域観測隊40名の
うち,大 瀬正美副隊長以下夏隊10名は,4月⑳日(木)無
事東京港晴海埠頭に帰ってきた.
行動期間中は天候が悪 く,宙水群に覆われ難航したが
定着氷が流出していたことや,昭 和基地周辺が天候不良
のわ りに気温が高かったこともあ り,氷が薄かったこと
から8年ぶ りに昭和基地に接岸することができた.
おかげで物資の輸送,燃 料のパイプによる油送 と順調
に進み,地学棟,水 素発生室の建設,無人観測点A・ の
補修なども予定 どお り終了した.野外調査においては竜
宮岬での地質調査が主要観測計画になっていたが,所 期
の目的はほぼ達成することができた.ま た,全 般に各部
門 とも所定の成果を収めることができた.
一 マクマー ド地域の国際共同観測(そ の2) 一
日 米 合 同ANSMET　 (Antarctic　Search　for　Me.
teorlte)の2年目は 昨 年 の 成果 を踏 ま え て,か な りの 意
気 込 み であ った.　Cassidyからの手 紙 では 陽石 界 の 第1
人 者 ス ミソ;ア ン博 物 館 のBrian　Mason博士 の参 加 が
予 定 され て い た が.残 念 な が ら参 加 で きな か った.研 究
代 表 者 のBill　Cassidy博士　(Pittsburgh大学)も 南 極
男 の 風 格 が 備 わ り,隅 石探 査 のCassidyで名 を あげ て い
た.勿 論 の こ と 日本 隊 も同 様 で あ る.　McMurdo基地 で
「陽 石 探 査 」 はRISPよ りも 名を は せ てい た 程 で,会
う人 ご とに"Meteorite"の言 葉 が は ね 返 って 来 た.と こ
ろ が 一 揖 ブタ を 開け た ら前 号 に 書 い た とお り で あ る.
C-130のサ ポ ー トは ダ メ.ス ノー モ ー ビルの 使 用 も不 許
可,ヘ リの パ イ ロ ッ トも ウ ン と言 わ ず,　NSF代 表 の モ
ー トン も全 く煮 え切 ら ない .研 究 の 必 要 性 を 説 くど ころ
か 全 くNAVY側 の 言 い な りで あ る.5者 会 談(日 ・米
の研 究 者 ・NSF・NAVY・H&N会 社)でCassidyは
No　Supportなら俺 は 帰 る と言 い 出 す 始 末 で あ る.言 葉
が 良 く通 じる の であ れ ば,そ こを な ん とか とお願 い の し
よ う もあろ うに,私 の カ で は い か ん と も しが たか っ た.
とに か く会 議 の 雰 囲 気 は 大 変 厳 し く,我 々の 要 求 した サ
ポ ー トは こ と ご と く拒 否 され て し ま った.昨 年 同 様 の強
力な サ ポー トを 期 待 して い た 私 に は全 く意 外 と言 うほか
な か っ た.大 竹 さん(ア ラ ス カ大学)か ら今 年 の サ ポ ー
トは 全 くな って い な い と聞 か され て い た こ とが現 実 と な
って し ま った.昨 年 はAUan　Hillsまで2回 も トラ イ し
て くれ た の に,今 年 に な って,突 然サ ポ ー トで き ない と
は 全 く理 解 に 苦 しむ こ とで あ る.　NSFが 我 々のProject
をOKし て くれ た か ら,我 々はMcMurdoに や って 来
た の に,日 本 側 は 阻 石 以 外 に も 目的 が あ っ たか ら,全 く
の 手 ぶ らで 帰 る こ とは な い けれ ど も.　Cassidyは隅 石 一
本 で 来 て い るの で,か ん じん の サ ポ ー トを拒 否 され て は
何 の た め に こ こ まで や って 来 た か分 らな い,私 も昨 年 以
上 の 期 待 を 日米 胆 石探 査 に か け て い た の で,　NSFの 態
度 は 大 変 残 念 で あ った.希 望 の サ ポ ー トが だめ な らせ め
て キ ャ ン プの 設 置 だ け で も,こ れ が 我 々 のゆ ず れ る最 底
限 の 線 で あ る.し か し.こ れ さえ も"遠 い"こ とでOK
して は も らえ なか った.
Cassidyと私 は顔 な じみ のヘ リの パイ ロ ッ トを 説 得 す
る こ とに した 。 幸 な こ とに,昨 年Victoria　Landで 最
初 の阻 石 を 発 見 した 時 の パ イ ロッ ト,サ ム ・ヘ オ ラは ヘ
リク ル ー の 隊 長 で あ っ た し,　Allan　Hillsにトライ して
くれ た マイ ク ・ブ リン ク と マ ック ・ブ ラ ウ ン も メー ンパ
イ ロ ッ トと して 活 躍 して い た.昨 年 の探 査 は 全 くの荷 物
な しで あ る.と こ ろが,今 年 度 は4人20日 分 の物 資 が 用
意 され た.距 離 と物 資 の こ とで パ イ ロ ッ ト達 を我 々 の説
得 に は なか な か応 じて は くれ なか った が,昨 年 の成 果 か
ら さ らに 隅 石 の発 見 が 可能 で あ る こ と,ま た,隅 石 の重
要 性 を説 き,な ん とか キ ャン プ の設 置 だけ のサ ポー トを
取 り付け る こ とが で きた.探 査 は 歩 き以 外 に は な い.米
側2人 の足 を考 え る と気 が 重 か った が,残 され た 方 法 は
これ 以 外 に は な か った.
暮 も近 い12月26日我 々はAllan　Hillsを再 び 訪 れ る こ
と に な った.　McMurdoを 発 っ て2時 間,な つ か しい
Allan　Hillsの山 々 とそ の 西 側 に 広 が る裸 氷 帯 が 見 え て
きた.キ ャ ン プは 陽 石 へ の 汚 染 を 配慮 して,風 下 に 当 る
裸 氷 の 末 端 に 設 置 した(図 中 △1).結 果的 に こ の キ ャ
ン プサ イ トは全 く申 し分 の な い場 所 で あ っ た.隅 石 集 積
場 そ の もの で あ る.同 日,テ ン トを張 る の も も ど か し
く,キ ャ ンプ1の 北 西 側 裸氷 の偵 察 に 出掛 け る.あ る.
あ る,あ る.氷 の上 に も,雪 の上 に も,大 きい の や ら,
小 さい の や ら,わ ず か4～5㎞ 歩 い た だけ で,ざ っ と40
～50個程 を発 見す る .ピ ック ア ップは 明 日に して.意 気
揚 々 と引 き 上げ る.裸 氷 の 氷 で乾 杯,2ド ルの 安 ス コ ッ
チJ&Bの 味 もま た 格 別 で あ る.
翌 日か ら,除 石 は 「月の 石 」 並 に 慎 重 に1個1個 ピ ッ
ク ア ップ され た.極 力汚 染 しな い よ うに,陽 石 は ク リー
な テ フロ ン の グ ロ ー ブ でっ まみ あ げ られ,こ れ ま た ク リ
ー ン な テ フ ロンの バ ック(NASA製1枚10ド ル)に 入
れ られ,さ らに,テ フ ロ ンテ ー プで シ ー ル され た.テ フ
ロンは マ ジ ッ クが 使 え ない の で,フ ィル ドナ ンパ ー のか
わ りに ア ル ミのNo,　Tag　(これ もの ク リー ン に し て あ
る)が 限 石 と一 緒 の 袋 に 入 れ られ た,前 日 よ りま じめ に
探 査 した せ い か.12月27日の 成 果 は 計103個 で あ る.裸
氷 上 に は 勿 論,雪 の 上 に も限 石 は 見つ か った.103個 の
うち1個 だ け が,ほ ぼ 全 体 を 氷 に埋 め た 状態 で発 見 され
た(氷 に 埋 れ て い た の は これ だ け だ っ た が),用 意 し た
フ ィル ムを撮 りっ く して も,ま だ 阻石 は 見付 か っ た,キ
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Allan　Hillsでの 頃石 の分 布
ヤンプにたどり着いた時は腹ペコでフラフラであった.
翌28日はあいにくの雪降りである.音 もなく降る雪は
採氷まで白一色にしてしまった.今年は雪が多い.隅 石
が雪に埋れてしまわねばいいが・…・・.小雪の中を私 と船
木助手はキャンプ1の南にあるモレーンに出掛けた.こ
のそレーンには沢山の石炭がゴロゴロしていた.真黒い
石炭は周囲の白さと対称的で目に付き易い.見渡す限り
草木一本もない氷原に,か っての大森林を想象するのは
何とも不思議な気持がする.帰 り際,採 氷に散在する地
上の岩石(玄 武岩や砂岩等)の 中にふ と目にとまったも
のがある.限石ではないか!1度 目に付くと,右にも
左にも阻石は見付かった.ざ っと30個程.そ の中には見
事な形をした阻鉄第1号 も含まれている.雪に,覆 われ
てなかなか見分けに くい,何 分直接さわれな い の が 痛
い.1㎏ もある胆石をてっきり玄武岩 と見誤って,ハ ン
マーでおもい切りたたき割ってしまった.飛 び散った破
片を拾いあげてガクゼン,ク ラストが付いている!隅石
ではないか!も う後の祭である,玄武岩は外形や色が阻
石と良く似ているので.1っ1っ 確認しなければならな
い.あ る時,フ ィル ドの記録を全部済 ませ,袋 詰めにす
る段階ではじめて玄武岩と分ったものもあるし,4人 の
力では損石なのか岩石なのかどうしても判断のつかない
ものもあった。隅石でないと分 った場合はアイゼンでポ
ンとけ飛ばしてさらに確認する.これが再確認の最良の
方法であることを体得した.最 終的に見誤った可能性の
あるものは数個,パ ーセントにすればせいぜい1～1.5%
で,精 度(?)は非常に高いと確信している.
12月26日から翌年の1月15日まで精力的に探査は続け
られた.若 さの日本側も足に水ぶくれを作 りな が ら,
1日6時問から8時間歩きず くめ で頑 張った.一方の
Cassidyも足の裏一面に水ぶくれを作っていた.キ ャン
プもAllan　HiUsで3か所設定 した.移動は勿論へ りに
たよった.キ ャンプサイ ト2では炭素質陽石を含む貴重
な陽石が多数採集 された,特 に炭素質陽石は慎重の上に
も慎重を期 して採取 され,ス テンレスの容器におさめら
れ,さ らに これ をNASA製 の ス テ ン レス の コン テ ナ に
厳 重 に 格 納 され た.こ れ は 昨 年 の 盗 難 に こ りて の処 置 で
もあ る,一 方,キ ャ ンプ3で は た った の1個,そ れ も奇
跡 的 な 発 見(?)であ る,何 故少 な い の か,一 少 な い と考
え る のが 常 識 な の で し ょ うか!一 そ の 時 は お か しい.お
か しい,も っ とあ って しか るべ き と思 って い た.
1月23日,我 々 とは別 の チ ー ム(専門 は 第 四 紀 の 地 質)
が ドラ イ バ レー のVictoria　V lleyで見 事 な 阻 鉄1個,
18㎏を モ レー ン の 中 か ら発 見 した.こ の 阻石 は 我 々 陽
石探 査 チ ー ムに 贈 られ るこ とに な り,私 と船 木 助 手 は
Victeria　Valleyまで 引 き取 りに 出掛 け た.
最 終 的 に 陽 石 は311個発 見 され た(Victoria　V Ueyの
限 鉄 を 除 く).う ち わ け は炭 素 質 領 有2個,限 鉄6個.
=コ ン ドラ イ ト4個,他 は コ ン ドライ トで あ る.こ の 中
に 地 上 の 岩 石 か も知 れ な い もの4個 が 含 まれ て い る.こ
れ らの 限 石 はNASAの 　Johnson　Space　Center(ジョ
ン ソン航 空 宇 宙 セ ン タ ー),　Houston,　Texasに送 られ,
現 在,月 の石 処 理 チ ー ムに よ って,慎 重 に分 割 作 業 が 進
め られ て お り,こ の作 業 が 終 り次 第,隅 石 の 半 分 が 日本
側 に送 付 され る こ とに な って い る.
(筆者:矢 内桂 三 国 立 極 地 研 究 所 助 教 授)
一第18次越冬 隊紀行 一
1.は しがき
第18次南極地域観測隊の行動は,昭和51年11月25日,
東京晴海埠頭を　Itふじ"で出発 し,昭和53年3月20日空
路羽田へ帰国して終了した.こ のうち,越 冬隊員30名の
任務は,昭 和52年2月1日から翌年1月31日までの1年
間,昭 和基地とみずほ基地(当 時みずほ観測拠点 とよば
れていたが,昭 和53年3月22日正式に改称)に おいて越
冬観測を行 うことであった.幸 いにして,各分野の観測
をほぼ予定どお りに終えることができて,隊 の責任者と
して隊員各位に深く感謝するとともに,国 内外の関係者
一同にも厚 く感謝の意を表したい.
2.昭 和基地での観測
第18次隊の観測部門の第1の 課題は前年に引き続き,
国際磁気圏観測(IMS:　International　Magnetospheric
Study)　3年計画中の2年 目の仕事を担当することであ
った.これには昭和基地で観測 ロケット6機(S-210型
4機.S-310型2機)の打ち上げをは じめ,昭 和基地の
南東約270㎞にあるみずほ基地での観測,そ れらの中間
地点に設ける超高層 ・気象無人観測点での観測などがあ
り.超高層関係の隊員数は総員30名の うち9名 を占め
た,氷 状に恵まれたふじは昭和51年12月30日に,昭和基
地の北東約167㎞からヘ リコプターの第1便 が飛び,引
き続き人員や物資の空輸が行われた.翌年1月9日 には
無人観測点 とみずほ基地での観測のための人員物資を輸
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退 す る ため,昭 和 基 地 の対 岸 の 大 陸 氷 床(見 返 り台)か
ら10名編 成 の第1回 内陸 旅 行 隊 が 出 発 した.11L1から19
日にか け て 無 人観 測 点Alの 設 置 を 終 え た.こ こは昭 和
基 地 を 通 る地 磁 気 子 午 線 」1にあ り(地 理 的 位 置:69°47'
S,41°35「E,海抜1470m)昭和 基 地,み ず ほ 基 地 との
同時 観 測 を 日的 と して い る.旅 行 隊 は21日にkず ほ基 地
へ 到 着,前 年4月 か ら超 高 層 .気 象,雪 氷 の 観 測 を続:ナ
て きた 第17次隊 に 代 り,4名 の 第18次隊1iを残 し27日出
発,2月21.iに 昭 和 基地 へ 戻 った.
一 方 ,昭 和 基 地 に お い て は,セ ス ナ機 に よる 気 象.地
学 の 航 空 観 測 の ほ か,S-310-2号 機 の打.ち」Lげ準備 竹≡
業 が 順 調 に 進 め られ た.約494tの 物 資 の 空 輸 も1月
25「1には 終 了 し.新 電 離 棟(高 床 式.床 面 積200m2)の
組 立 も17「1に終 え,2月1「1に は 第17次越 冬隊 と業 務 交
代 を 行 い,定 常 観 測(気 象,電 離 層,地 球 物 理)は.一 瞬
の 休 み1,tcく引 き継 が れ た.2月10日 午 前3時22分.
S-310-2;」・機 は オ レ ンジ 色 の閃 光 と婿 音 ととt,に,地
上212kmまで打 ち上 げ られ,幸 先 の よい ス ター トを 切 で・
た,121|には ふ じへ の最 終 便 が あ り,第18次 越 冬 隊tlの
み に よ る観 測 体 制 に 入 った .
昭 和 基 地 の 観 測 は 前年 と同 様 の 規 模 で あ った.即 ち,
気 象観 測 は隊 員4名 に よ り3il!11間ご との地ll気 象 観 測
と,1日2[r,1(00,12GMT)のラ ジオ ゾ ンデ に よる 高
層 気 象観 測が 休 む こ とな く続 け られ た.オ ー ロ ラ,地 磁
気,地 震.潮 汐の 観 測 は1名 の 隊 員,電 離 層 観 測 も1名
の定 常 観 測 隊liによ っ『旨:続1.rられ た.す で に 述 べ た 重点
課 題 であ る超 高 層 部門 の 観 測{よ9名 の 隊 員の ほ か,他 部
門の 隊 員 の援 助 を 受 け た.昭 和 基 地 ・み す ほ 基地 双 方 で
の観 測 の ため に は 専 任の 隊 員 以 外 の 援 助 を必 要 と した こ
とは 、1撚であ る.昭 和 基 地 で は,以 上 のは か,気 象.地
理,医 学 の 研 究 観 測 が 夫 々1名 の 隊 員 に よ って 行 わ れ
た.こ うい った 研 究 を 支 援 す る設営 隊 員 は機 械4名,通
信2名.調 理2名,医 療1名t設 営 一 般1名 の 内訳 で あ
った.
越 冬が 始 まって 間 もな くの2月 末 に は,外 出 禁IL令が
出 るほ どの ブ リザ ー ドに 見 舞わ れ た.つ い で,3月 末 の
ブ リザ ー ドで 昭 和 基 地 のi几i側の海 氷 が割 れ,沖 合に 流 出
し,青 黒 い 開 水 面 が 現 わ れ た.基 地 周 辺 に 開 水llliが現 わ
れ た の は 第11次隊(昭 和45年)い ら い の こ とで あ っ た.
この 時 は 瞬 間 最 大 風 速43.6メー トル(3Jl2L[])で,3
月 と して は)19地1粥設 い らい の 最 大 記録 とな'tた..ちなみ
に,昭/llj,9J也で の 瞬 間 最 大 風速 の 記 録 は59.2メー トル
(昭和50年5月)で あ る.ブ リザ ー ドは そ の 後 い く度 も
襲 来 したが,4月 末 の もの に よ －Jて昭 和 基」也と 大陸 との
聞 の オ ン グル 海 峡 に 張 って い た 多 年性 の海 氷 が 流 失す る
ほ どで あ った,こ の た め,昭 和 基 地 か ら北 東 に かけ て の
海 氷 原 が,大 陸 へ の 唯.・の 足 がか り とな り,4月16日 に
出 発 した第2回 の 内陸 旅 行 隊 の 昭 和 基 地 帰 投 が ・時 あ や
ぶ まれ るは どで あ った.海 氷 が 流 失す る と寒 気 の た め 新
生 氷が 張 っ たが,あ ま り厚 くな い うらに 次 の 嵐 が くる と
氷 は 再 び流 失 して しま う,こ ん な こ とを繰 返 して,7月
末に な って,や っ と リ=ッ ォ ・ホ ル ム湾 の 全 面結 氷 とな
り,地 理 部門 の 海 底地 形 調 査 の た め,海 氷 上 の 旅 行 が 始
ま った の は8月 に 人 って か らで あ った.海 氷 が流 失 した
た め か,7,8月 の 月'ド均 気 品11は例 年 に比 べ て4～5度
も高 く,例 年8月 が 貞支寒 月 で あ る が,今 【亘1は9」]が最 寒
J](V－均 一18.2°C)であ った.10月 は例 年 に比 べ て低
温 で,10月3日 に は 一34,7°Cとい う.10月 と して の 基
地 開 設 い らい の 記録 ヵ1出た ほ ど で あ った.
さて,重 点 課 題 で あ る ロケ ッ ト観 測 は3月27日 にS-
210-28号機,4月11日 にS-210-26}}機とほ ぼ予 定 どお
りに 打 ち 上 げ られれ た,次 回 は5J]2日 か ら13日の 間 を
予定 して い た が.悪 天 候 の ため2か 月近 く天 気 待 ち を せ
ざ るを 得 なか った.一 方,　 IMS計 画の ため フ ラ ン スが
rli心とな っ て打.ち[:げたGEOS衛 星 との 同時 観 測 の 話
が{)ちあが り,こ の ため7月12日 にS-210-29号機,7
月26日にS-310-3号機 と粗 い つ い で打..ら上 げ が 行 わ れ,
f,IJれも　GEOS,　ISIS衛星 との 同 時 観 測 は も と よ り,昭
和 基地 とみ ず ほ 基 地 での 地 上 同 時 観 測 に も成功 した.8
月100のS-210-27り・機 打 ら上 げ に よ って ロ ケ ッ ト観 測
は 全機 成 功 とい う好 記 録 で終fす る こ とが で きた.こ れ
ら の ロケ ッ ト観 測の 成 功 につ い て は 当 時 新 聞紙 上 に も大
き く取 り扱 わ れ.そ の 記 事 が 昭 府1基地 へ も写 真電 送 され
て き た.記 事 の なか に 「オー ロ ラの ル ー ツを探 る 」 とい
っ た文 句 が あ っ たが,「 ル ー ツ」 とい う流 行 語 が 当 時 わ
か ら なか っ た.や は り南 極 は 浮1廿:離れ した所 で あ る こ と
;.t今も変t);之ナ〔し、.
3,み ず ほ 基 地 で の 観 測
常 時4名 の 隊Uが みず ほ基 地 に 滞 「1:し.超高jLV),　気
象 、 雪 氷 の 観 測 を1年 間続 け,昭 和53年2月1Hに 第19
次 隊 員に 引 き継 い だ.こ の 間1名 の隊 員 は1年 間 み ず ほ
基 地 に 滞 在 し.気 象,雪 氷 の 観 測 を行 っ たが,こ れ は初
－t
..→ 「
一
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めてのことである.みずほ基地の維持のた め に は,機
械,通 信,医療の隊員も参加 し.前後5回 の内陸旅行隊
により,人員交代や物資の補給が行われた.第1回 の内
陸旅行の際建設した無人観測施設が.第2回 の内陸旅行
の往路時に(4月23日)飛散しているのを発見した.そ
の原因は小屋内の電池から発生した水素ガスの爆発によ
るもので,2月20日頃に起ったものと推定された.第18
次隊ではもう1点の無人観測点の建設を予定 しており.
その資材は前年からみずほ基地に搬入されていた.これ
を用いて帰路再建を行ったが,資 材の劣化や不足のため
完全な復旧はでぎなかった.し かし地磁気や気象の観測
データを一部集めることができた.こ れらは今回の唯一
の不幸なでき事であった.
第3回 の内陸旅行(8月12日～9月15日)には,今 回
始めて持込んだSM50S型雪上車を使用 した.こ れは従
来のKD60型雪上車に代るもので,厳寒期の旅行にも大
きな支障なく走行できたのは収獲であった.しか し,す
でに耐用年数を過ぎたKD60型も旅行に使用せざるを得
なかったとい う車輌不足もあ り,みずほ基地の維持には
設営面での強化対策が今後必要であろう.11月にはWM
O(世界気象機関)よ りみずほ基地に対 して,気 象観測
所として国際地点番号89544が与えられた.これはみず
ほ基地の国際的価値が高まったことであり,気象観測に
従事 している隊員には大きな誇 りであると共に,大 きな
励ましにもなっている.今後もみずほ基地における観測
成果が更に輝か しいものであることを祈念している.
30名とい う限られた人数で昭和 ・みずほ両基地での観
測,さ らに野外調査 と,盛 り沢山の計画を.太 通な く遂
行できたのは幸いであった.第20次隊からは越冬隊員も
32名となったことは,今 後の両基地の保持の上からも喜
ばしい次第である.
(筆者:楠 宏 第18次越冬隊長,研 究主幹)
一策19次夏隊紀行一
第19次南極地域観測隊40名のうち夏隊10名は4月20日
全航程を終え全員元気で東京港に帰ってきた.
第19次南極行動は第18次と全 く異なり,天候が悪 くパ
ックアイスは密群氷に覆われ難航 したが,定 着氷は昨年
4月流出した昭和基地周辺では天候不良のため.気 温が
余 り低下せず以外と薄かったので.幸いにして8年 ぶ り
に接岸することに成功,従 って夏期オペ レーシ ョンは比
較的順調に進めることができた.
夏隊の主要観測計画は沿岸調査,特 に竜宮岬の地質及
び測地調査であった.　ctふじ"は12月30日66°40'S4Se30'
Eから竜宮岬(23.5°,155㎞)に夏隊員6名 と資材を空
輸し第1期 の沿岸調査を開始した.こ の付近のパックア
イスは氷板が大きく多年氷で水量は殆ど8/10～10/10で
ユ ー ス
氷縁から定着氷まで約90㎞あった.しかし当日は天候快
晴で偵察飛行により着陸地点も予定地よりはるかによい
場所があ り4便で終了することができた.
ふじは大利根水道に入 るも天候が悪化 し12月31日から
1月2日まで北東風のため水道は密群氷に覆われて しま
った,3日 に水道数kmの巾で 大利根氷河とな りO.3/h
knOt位の早さで流れた。定着氷縁で待機していたふ じ
は,ア イスアンカーが取れて艦尾から流れに押出されて
近約6.6㎞流された。流れの前方には大氷山があ り刻一
刻と近づいて くる氷山に艦内は緊張した。午後になって
少し天候が回復 したので早速艦長が偵察に飛ぶ。氷山は
迂廻していることを視認,氷 山との距離は30m位で一番
接近 した時は左舷に最高16度傾斜して右舷側後部アンテ
ナの一部が破損 した。この程度で通過できたことは不幸
中の幸いであった.
第19次よりふ じは航海衛星(NNSS)受信装置を設置
したので,天 候不良でも位置がほぼ確実に測定できるた
め,潮 汐による氷状変化を適確に知ることができた.午
後から夜間にかけて開水面が多くなるので専ら砕氷航行
はこの時間帯に行 った.1月4日67°37'S.42°37'Eから
昭和基地(39°,196㎞)に予定より少しおくれたが第1
便を空輸した。6日 夜半には基地北西の氷湖まで前進.
基地まで59,9kmとな り第1空 輸拠点とし,7日 準備空輸
を行い基地作業態勢に入った.お くれていた竜宮パーテ
ィのピックア ップを14日に終了,15EIにこれ も予定より
大分お くれた内陸旅行の人員と資材をS-16に空輸,基
地では建設作業は本格化した,ま た,16月午前に内陸旅
行隊はS-16を出発 した.
ふ じは竜宮パーティの徹収後は本格的に砕氷航行を開
始,定 着氷縁より18㎞近 く進入 した地点では,氷 厚0.5
m積雪0.1mと近年にない氷状の薄さで殆どチャージン
グなしに,17日夜には基地に接岸することに成功した.
また,見 晴し岩周辺から基地までの氷状は大変良好で,
早速大型物資の荷卸 しと氷上輸送を行い,約30tの物資
が夜間作業で輸送 され,ま た,18日から21日まではパイ
プによる油送を開始した。昼間はふ じから見晴し岩貯油
タンクに油送 して,夜間は見晴 し岩肝油タンクから基地
タンクに昼夜兼行で行った。これは油送パイプの絶対数
が不足のため交互につなぎかえて使川 しなければならな
いので相当な時間を要 した.しか し4日間で300klの燃
料が基地と見晴 し岩タンクに貯油できた.また,ド ラム
缶燃料は空輸でヘ リポー トにおろされ,第18次残燃料を
含めて2,000本近くの ドラム缶があ り整理に越冬隊は大
変だった.
基地建設作業もふじからの支援作業 が 加 は り,地学
棟,水 素発生室が1月24日に完了.ま たすべての空輸も
24日で終了した,
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1月24日から第2期 の沿岸調査を開始,奥 岩スカルブ
スネス.ス カーレン,テーレンと2月3日 まで,夏 期間
実動37日間の調査を行った,こ の間110KVA発電機の
交換,5kW送 信機の設置調整,排煙扉取 り付,電 離層
棟の移転作業等当初の計画どお り建設作業はすべて順調
に終了した.
1月28日と2月6日 にはロケ ッ トS-210-30}」一,31号
機の打ち上げを行いともにに成功した.
一方,内陸旅行隊は無人観測点Alの 設流調整を終え
1月26日S-16に帰投した。.一方,み つほ旅行隊 も2月
6日S-16に帰投した.
2月1日予定どお り新旧越冬隊の事実上の交替を行い
19次越冬隊が基地の実務を開始した,2fi夕方雪のちら
つ く見晴し岩広場で,夏 隊とふ じ主催による越冬隊の歓
送迎パーティを行い,翌3口13時00分(LT)ふじは離岸
して辮天島北西まで移動し,パ ックアイスの偵 察 とS-
16の隊員のピックアップに備えた.
2月9日S-16徴収.空 輸終了後引き続 き白癩氷河及
び沿岸調査飛行もすべて終了.10日最終便で基地を離れ
る,帰路北方のパ ックアイスを偵察,1月 初めの進入時
と殆ど氷状は変化しておらず,雲 が多くて氷縁は視認で
きなか った。午後より脱出行動を起し北東に砕氷を開始
したが,密 群氷にはばまれ失敗.北方のパックアイスも
72～81㎞はあ り,結局大利根水道に沿って西に砕氷航行
を開始,14口にクック岬北東の大水湖に入ったが天候不
良で12日以降は偵察飛行ができず,2月22日まで待機が
続いた.こ の間人工衛星による求縁データーを受信し,
23日の大潮にパックアイス約57k皿を砕氷してようや く氷
海より脱出に成功 した,今 夏は異常な程天候が悪 く日射
量が少なかった関係からパックアイスは多年氷が多く氷
板が大きい.ま た,パ ックアイス内に氷山が殆どなく水
量は常に8/10～10/10で,定着氷縁のハンモックが多く
殆ど流出していない.Z氷 山はクック岬までの偵察飛行
では発見できなかった.
第16次隊が発見した皇帝ペンギンの集営地がほぼ同じ
位置付近に6か所に分散しているのを視認 した,ク ック
岬沖の氷縁から北上する間全 く氷山を見ることがなかっ
た.
第19次南極行動においてふ じ船上に海事衛星用船舶地
球局を設置,これは近い将来南極観測 も衛星通信に移行
することを考慮 してテス トを行った。今回は大平洋 と大
西洋衛星を利川 し,特に昭和基地周辺の海域では,大西洋
衛星のカバレージに入るため仰角は3°前後であったが,
良好な通話及びテレタイプ通信を行 うことがでぎた,
2月3日EXOS-A打ち上げ時には,軌 道データー及
び受信結果の交換に大変有効であり,今年8月 からイン
ド洋衛星が商用化され山口衛星受信所 と直通で行える一
方,デ ーター電送等が可能になれば利刀1度は増加するも
のと思われる.
(筆者:大 瀬正美 第19次副隊長,郵 政省電波研究所
主任研究官)
スノーモー ビル と小型橘のテス ト
スノーモービルと.;.ζえば一般に冬のレジャースボーッ
川として知 られ,最 近では国際的な競技会まで開かれる
など非常に盛んになってきている.しか し積雪地の生活
用としても以前から広 く活用されており,北極圏のエス
キモーの世界などでは大権に変ってすっか り日常の足と
なっているとい う(1968年アメリカ隊がスノーモービル
で北極点に到達 している).
南極域では早 くも1907年にシャックル トンがオー トバ
イの改良車を作ったのを皮切 りに,1911年スコットが2
軌道車を試作した りしたが,ま だメカニカルな トラブル
が多く実用にはもう一歩 とい うこところであった,そ し
て1960年代になると各国の南極基地で実際に使用され始
め,ス ノーモービルだけで1か 月1000㎞以上にもわたる
長期の調査旅行が行われた りしている.
日本南極観測隊では第7次 隊で試作車が持込れてから
第10次,11次,16次と数台つつ昭和基地に搬入されたが,
基地廻りやせいぜい結氷初期の海氷調査などに使われた
のにすぎず,あ まり積極的に使用 されてきたとは言えな
い(第18次からはみずほ基地に常置し活用 している).
今まで,内陸露岩地域の調査は,大型雪上車など数台
の雪上車に権5～6台 を連ねて.1か 月の旅行の末目的
地に到着1～2か 月の調査の後,ま た1か 月をかけて帰
投 という大遠征隊方式が とられてきた.しかし小型では
あるが航空機を夏期,越 冬期に運用できるようになった
現在,ス ノーモービルや組立小屋など必要最小限の物資
を内陸露岩地域に空輸し,現地での調査はスノーモービ
ルと小型機を使ってと.言わばライ トエクスペディシ、]
ン方式をとることによって,非常に能率的な調査が可能
となったことは明らかである.
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このような観点から寒地工学部ll1を中心として国産ス
ノーモービルの牽引テス トとスノーモービルに適した空
輸可能な組立式小型橋の開発が企画され,51年2月から
現在まで4回,延 べ16日67人目をかけて積雪地における
走行テス トが表のように行われてきた.
期 間1場 所 試 験 機 種 試 験 内 容 等
スノーモー ビル(ヤス ノーモー ビルの
51.2.24富lt[ll太郎 マハS300M)1台牽 引力
塊 村'近 スキー鋼 パ イプ橋 橘の耐 久性～27
騨1癩。,麟噂 兜1繍i
...一
ヤ'"・S300M2台牽 引力 テス ト
吟21:日輪;;箒 辮 蔽㌶1
.一ー 一.
ヤ マ ハS300M2台 同 上 テ ス ト
53,2.1
～4."ジ ャ ン プス キ ー 藤.棍
2台 走 行415km
これ ら の テ ス トで は,ロ ー ドセル な どの 測定 器 を 用 い
て ス ノ・ 'モー ビル の最 大 牽 引.llll:,権の 摩 擦 係 数 な ど各 種
の 基礎 デ ー ターが 取 得 され た 他,ギ ャ ップ乗 越 や 運 転 操
縦 性 な ど走 行性 能 も調 べ られ,ま た,実 地 での 走 行 に は
観 測関 係 者 も多 数 参加,ス ノー モ ー ビ ルに 対 す る認 識 を
新 た に し,南 極 で運 用 す るた め の訓 練 に もな った と思 わ
れ る.
第4回 ま で の テ ス トを とお して ス ノ ー モ ー ビ ル(ヤ マ
ハS300M)は200～300㎏積 載 の 橿 を 牽 引,64⑪㎞ を 故障
な く走 破 し,若 干 の 改 良点 は あ る もの の,十 分 な 耐 久 力
を 持 つ こ とがわ か っ た.な お,こ の 距 離 は昭 和 ノ1馳～ み
ず ほ基 地 の往 復 分 に相 当す る,こ の 時 の 燃 費 は22:1の
混 合 ガ ソ リ ンを使 用,300㎏ を 積 載 した 橘 を 牽 引平 均20
km/h走行 で4～6㎞/1あ っ た.ま た 組 立 小 型 構 は 入 手
しやす さや 滑 走性 の 良 さを 利川 す べ く市 販 の アル ペ ンや
ジ ャ ンプ ス キ ー を使 っ て,走 行 テ ス トで 改 良 を 重 ね な が
ら種 々の材 料 を用 い10台以..ヒ作 られ た.そ の 結 果,大 極
な どに も使 おれ た籐 を構 造 材 と して ア ル ミ製 の ジ ョイ ン
トでつないだ図に示すような橿が完成された.こ の縫は
300㎏の積載で400k皿を連続滑走 してもランナー間の開き
などのへた りもおきず,雪 面に追従するフレキシビリテ
ィーに富み,堅 牢かっ軽量なもので,南極氷原において
も充分使用できると思われる.
スノーモービルは非常に簡単な構造で整備性 も良 く,
寒地工学部門のテストでは全部分解 して輸送 しても,少
し訓練した素人が,2人 がか りで3i1与間もあれば組立て
られることが実証されている.橿の組立てにおいてもほ
とんどが割 りピンをさし込むだけですむ単純なもので,
2人で30分もあれば出来上る.
今後これらスノーモービルや組立櫨などを使用 しての
内陸地域や沿岸地域での調査が活発に行われることを期
待 したい.
?
c.、
組 、1':式軽 量 榑
国際会議報告
一第15回南極研究科栄養員会総会一
策15回南 極 研 究 科学 委 員会(SCAR)総 会 は 昭 和53年
5月16日か ら2711にか け て,フ ラ ン ス の モ ン ブ ラ ン連 峰
・醐 ・ある・ヤ… モ'・i・・で1)目催された.鋤 ●
及び宿舎はすべてパークホテルを借切りで行われた.
塘1週16日掛ら20nまでは後述する4つの作業委員会
の会合,第2週22E1から27日まではSCAR総 会,代 表
者会議が行われる一方,第1週 で終了しなかった各種打
ち合せ会が行われた.こ の総会へはSCAR加 盟12か国
の代表の他にボーランド,西 ドイツ(以上2か 国は後述
のとおり加盟が認められ正式代表となる),ブラジル,東
ドイツの4か国がオブザーバーとして参加した.そ の他
SCAR関係の国際科学連合諸機関及び政府諸機構 の 代
表が出席 し総員約110名となった.日本からは代表の永
田武極地研所長と楠宏極地研研究主幹(気 象,設 営担
当),関rl理郎気象庁企画課長(気 象),根本敬久東大助教
授(海 洋生物資源)と 筆者(生 物)の5人 が出席した.
恒例のとお り過去2年 間の経過としてのSCAR機 構
内及び関連の各種委員会,シ ンポジューム等の報告があ
8
極 地 研 ニ ュ ー ス
ったが,こ の総会での重要なものの一つはポーランドと
西 ドイツのSCAR加 盟申請への対応であった,代 表者
会議はボーランド及び西 ドイツが南極での研究を今後継
続 してい くこと,　SCARによって勧告された南極自然
保護の原則を守ることを提言した の で,両 国の　SCAR
加盟を承認した.その他SCARと しては地学,生 物,
気象,設営,医 学の各作業委員会から提案された勧告を
1(順目にまとめ,第15回SCAR勧 告として提出した,
また,南極条約などからの勧告に対する対応のため年々
増加する業務処理のため,各 国の分担金を1980年から引
き上げることを決めた.
これから4年間の新SCAR会 長はニュージランド代
表のG.　A　Knox救援,セ クレタリーはソピ=ト代表
のG.　A.　Avsiuk教授に決った(副会長はP.　Welkner
博士があと2年 の任期を残す).次のSCAR総会開催地
は;=一 ジランド(1980)に決定し,5月26日の最終総
会で幕を閉 じ,久 しぶ りに晴れ上ったモンブランへの登
山ケーブルカーでアウギデイ ミデイ(3842m)行の遠足
を楽 しんだ.
〔気象作業委員会〕:楠(第1週),関 口両氏出席
主な議事は南極気象観測データをできるだけ早く収集
したいとい う要望にまとめられたこと,第1回 全球観測
(FGGE)と極域観測計画(POLEX)　の実施計画のた
めに南極地域の観測を強化する手段 ・気象衛星による観
測を展開しさらに将来の研究方向は気候変動に関連すべ
きであることなどが議論された.次 回は未定.
〔設営作業委員会〕:楠 氏(村 山委員代理)出 席
南極条約協議会議からの質問事項である南極通信,航
空運輸協力,鉱物資源探査開発,南 極観光団,特 別科学
的関心地区などについては小委員会などで検討 し,総会
へ報告された.また,各 国の基地,新 砕氷船などの情報
交換があ り,我が国からはホバークラフトとマリサ ット
衛星通信のテス ト結果が報告された.今 後各国はニュー
スレターの交換にさらに努力することになった.次回は
1980年ニュージランドで開催される.
〔生物作業委員会〕:松 田出席
始めに行われた鳥生物学小委員会では船上における海
鳥の観察記録方式,バ ー ドバンデングの情報交換,　BIO
MASS(南極海洋生態系及資源の生物学的調査)に対す
る協力などが論議された.つ いで開かれた自然保護小委
員会では,南 極生態系の分類の再検討,特 別保護地域及
び特別科学的関心地区の再検討及び新しく申請された地
区の検討を行い生物作業委員会の勧告とした.ま た,生
物モニタリング小委員会の報告が検討されるとともに南
極条約から要請されている南極環境における人 間 の 影
響,南 極海環境の石油汚染等についても論議された.第
2週に行われた南大洋生物資源専門家グループとの合同
会議には根本氏が出席した.次回は1980年ニュージーラ
ンドで開催される.
〔医学作業委員会〕
国際協力による南極医学研究旅行をロス棚氷上で実施
する計画にっいて討議していたが,特 に設営作業委員会
との合同会議においてその実行は困難な見通 しとなった
従って,あ らためて適当な国が主催し,計画をね り直 し
て早急に代案をつ くり,推進することになった,次 回は
未定。
(筆者:松 田達郎 国立極地研究所資料主幹)
第19次隊 月例報告
〈53年3月 ・4月 〉
3月は上旬ブリザードによる外出禁止が1回 あったが
後半は比較的穏やかな天気がっついた.冬 ごもり作業と
して装輪車のオ一二ング,雪上車運転訓練を行った.
4月は比較的晴天に恵まれた穏やかな日であった.念
頭のとっつき岬ルー ト18日に開通 した.
観測報告
ロケット観測:波 動,粒子.電 場と観測するロケット
S-31(H号機を3月27日22時15分50秒に 打ち上げ,強
いオーロラの真只中に命中,観 測に成功した.
電波観測:4月23日ナーPラ ヒスを観測す るた め の
VLFア ンテナとテレメーター送信装置を見返 り台の北
々西3㎞ に設置,デ ーターは良好に昭和基地で受信され
ている.5月 にはラングホブデにも設置予定.
設営報告
燃料消費内訳 単位e
区
1月
分
.消費剣 残 量
2 月
継 母1.残 量
普 通軽油 ・3,・25:557.・3711・・,・1・46・42・
灯 油 4,59・[・…57S…21…345
3月中旬より45KVA発電機をとめ,110KVA1基で
運転を行っている.燃料の節約保守に有効である。
5月6日
レ 来 訪 着 く
カールG.フ ェル トハンマー博士
スウェーデン王立研究所プラズマ物理
部門主任研究員
レ 見 学 著 く
5月13日 人間 ・熱環境系シンポジウム研究会(40名)
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昭 和 基地 月 別 気 象 資 料(Syowa　Station　Monthly　Climatol。gical　Data)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max・ 　temp・)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　1〔}-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
3月(Mar.)
9.3
1.1
一22 .3
989.2
2,3
72
5.6
2月(Apr.)
-11.3
3,6
一24 .5
984.4
2.0
70
8.6
31.0(3/5,NE)2&3(4/11,ENE)
38.8(3/5,NE)36.7(4/11,ENE)
7,5
2
6,6
5
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1南纈 典。ず。基地 繰 騰 欝 欝1轍
み ず ほ基 地 は,昭 和 基 地 の 南 方 約270㎞,南 緯70°41'
;53",東 経44°19'54"の標 高2,230mの大 陸 氷 原 上 に 位 置
≡ している.みず磁 地の1崎 であるみずほ翻 拠点は,1
1970年7月21日,第11次観測隊の11名の冬期内陸旅行隊
1に よ る20m2の コル ゲー トハ ウス の 建 設 完 了 を も って 開 点基 地 と して の 役 割 も,今 後 さ らに大 き な も の に な ろ
設された.内 陸観測拠点の建設は,東 南極氷床の内陸部
の調査旅行の拠点,雪 氷,気 象,超 高層物理などの本格
的基地観測などを日的に行われた.そ の後,第2次 隊に
よる居住棟,12KVA発動発電機,雪 氷実験室,ボ ーリ
ング場の建設により長期滞在可能な基地 とな り,第13次
隊は秋以降9か 月間滞在 し,ボーリングによる148m深
までの氷試料の採取を行った.第14次,第15次隊は,み
ずほ観測拠点を足場 とし,や ま と山脈,サ ンダーコッ
らのボーレックス計画による極域気象の研究へと引き継}
{がれるなど
,連続越冬観測の基地へと発展 している,昭 き
和52年11月からは,世 界気象機関(WMO)か らの国際 ξ
地 幅 号89544付与畔 ・・,気象通報蝶 搬 行い始め,1
国際気象酬 網綱 み込まれた,こ うした歴蜘 背景と;
現状に対し,昭和53年3月に開かれた南極本部総会は,f
正式に 「みず磁 地」と認め潤 係各国・この旨連絡し1
た.1
みずほ基地は,斜 面下降風(カ タバ風)領域に位置すi
る南極では数少い基地のひとつであり,また,昭和基地;
・・おる地轍 子午線・・位置す・など定 点酬 基地;
としての立地条件に恵まれている.また,内陸調査の拠1
ζ
う.≧
基地の運営は,昭 和基地からの交代人員,物 資の補給 三
ど
を受け,通常3～5人 の隊員で行われており,南極の通f
年越冬基地では,最 小の基地であろ う.i:
∫みず
ほ基地を説明する地球物理学的数字を最後に示し1
てお く.年 鞠 舳 一32・C,気温 の 鞭 イヒ.、 ～.57・l
C,牢 乎 鰍 速 ・・m,年 間鱈 量 、。～2。、m,地 徽 偏1
角 ・鵯 蝋 埴 輪 伏 角 一66・49.・・,氷厚 …5・.1
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